
ステージを楽しんでいると 2 時間半があっという間に過ぎていきました。また、バザーはほ

とんど完売し、子どもコーナーも多くの子供たちでにぎわっていました。 

暑い中、今年も本当にたくさんの方に来ていただき、盛会の内に終えることができました。 

これもボランティアの方を初め、応援してくださったすべての皆様のお力添えの賜物です。 

本当にありがとうございました。 

また、来年も楽しんでいただける夏まつりにしたいと思っています。ぜひ、お力添えをよろ

しくお願い致します。 

最後のフォークソンググループ、トッシー＆ジョニーさん、ギターの音色も歌声も素敵でした。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ご厚志ありがとうございます！！ 

 
イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン、アトラス総合保険 （株）、（有）建石石油、ISO

総合保険サービス、（有）四国清掃サービス、（有）峯食糧販売所、ダイヤ自動車（有）、碧

空会、ももちゃんクラブ、（株）郡家工務店、ベーカリーKAMO、四国環境ビジネス（株）、（株）

モダン・プロ丸亀、パッケージプラザ坂出、（株）丸三、千田允子、岡本久二代、山下瑞穂、

牛川和典、野田登代子、滝典代、杠真由美、宮田香代子、新田真知子、大西茂広、綾直美 

                              敬称略、順不同 

残暑が続きますが、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、7 月 21 日（金）に行われました「野の花 夏まつり」。

例年に増しての猛暑の中、朝からスタッフ一丸となって準備を

行いました。 

10回目を迎えた「野の花 夏まつり」ですが、今年も大勢の方々

にお越しいただき、大変にぎわいました。 

 

坂出高校さんは 2年生を中心に総勢 30名。袴姿で音楽に合わせて

筆を振るっている姿はとても力強いものでした。讃岐創生連さん、

今年は大きな旗を 2 本準備してくださり、旗が振られるとあでやか

で景色が一変しました。高木さんのギターでＳＭＡＰの「世界に一

つだけの花」の演奏の時は会場のたくさんの方が共に口ずさんだこ

とと思います。ＡＣＤＣさんのポップダンスはとても可愛らしく、

ブレイクダンスは本格的で、迫力あるパフォーマンスでした。 

 

社会福祉法人いいのやま福祉会 野の花 

〒７６２－００８１ 

丸亀市飯山町東坂元１９８７－１ 

０８７７（９８）１７４１ 

平成 29年 9月発行 

オープニングは恒例の和太鼓讃岐組さん。和太鼓の力強い音が響き渡り、夏まつりが始ま

りました。ステージは今年も坂出高校書道部の皆さん、讃岐創生連ＥＭＡＧＵＲＡＭさん、

ギターと歌の高木誠司さん、初めて参加してくださったＡＣＤＣさん（ブレイク＆ポップダ

ンス）、フォークソンググループのトッシー＆ジョニーさんと続きました。 

 
生活支援員 小木戸 真由美 

 野の花に勤務するようになり 3年目になります。最初の年は一日中時間に追われ、一

週間、一か月があっという間に過ぎていきました。無我夢中で一年のスケジュールをこ

なしていると一年も瞬く間でした。しかし、朝の検温をする際に、連絡ノートに保護者

の方が家での様子や休日にはどのように過ごしていたか等、記入しているものを読ませ

てもらうと、心がほっこりすることがあります。体調の事はとても大事ですが、おばあ

さんの誕生日のお祝いをしたとか、ヘルパーさんと電車に乗って楽しくお出かけをして

きました等の記入があった時は、利用者さんに話しかけています。「ケーキはおいしかっ

たですか？」と訊くと「美味しかったわぁ」と笑顔で答えてくれたり、「電車楽しかった？」

と訊くと声を出して身体を揺らし応えてくれました。 

ノートは支援員と家庭をつなぐ大事なコミュニケーションツールだと思います。直接

話をするのが一番ですが、ゆっくり話す時間がない場合や送迎を利用されたりして会え

ない場合もあるので、家でのほんのささやかな出来事でも書いてお知らせ頂くと支援す

るうえで役に立つことがあると思います。言葉でコミュニケーションが取れないことが

ほとんどなので、いろんな情報があるとよりコミュニケーションがとれるのではと思い

ます。日々、支援していますが、まだまだ不十分な点が多いので、先輩の支援員を見な

がら自分自身成長していけたらと思っています。 

これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

「用意！ ピーー！」 

赤白の玉が空中を飛び交っています。「はずれたー！」、「はよ投げて！」、「入ったー！」、「も

う一回！」と大きな声が飛び交ってますが、あきらかに野の花さんのカゴの中にはあまり玉が

入っていないような…。 

そして無情にも、「ピーーーーーーーーーーーーー！」と終了の笛の音が。 

7月 1日丸亀市民体育館では恒例の「丸亀市民スポーツ大会」が行われました。玉入れの他に

も、ボール送りやじゃんけん大会、パン食い競争等が行われ、みんな必死になって競技に参加

しました。 

そして人間動くとお腹が空くものです（笑）。お昼ご飯は碧空会さんが用意してくれた出来立

ての手打ちうどん！香川ならではの嬉しい振舞いです。あまりの美味しさに Kさんはいつの間

にか３杯も！でもこれはさすがに食べ過ぎですね。来年は２杯にして下さいね（笑） 

しっかりと体を動かせ、お腹いっぱいうどんを食べ、丸亀って本当に良いところだなぁと、

地域で過ごす事の大切さ、あたたかさを感じる事ができた１日となりました。 

来年もまた来まーす！次こそはいーっぱい玉を入れますからね！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

毎月 11日は、イオンの「幸せの黄色いレシートキャンペーン」です。当日は

黄色いレシートが発行され、登録団体の BOXにレシートを入れていただくと、

その売上額の 1％を寄贈していただける制度です。野の花も登録しており、先日、

半年分の 23500円をいただきました。基金は、施設外就労の際にみんなで飲用

する為のウォータージャグと、みんなの名前シールを作成する為のテプラ、手

づくり工房でお弁当を作る際に使用するお鍋類を購入させていただきました。 

11日にイオンでお買い物をされる際は、ぜひレシートを野の花のＢＯＸまで

よろしくお願いします。 

 

 そしてボソリと、「ついつい商品の紹介をしてしもたわ」と。 

お客さんも私たちも思わず笑顔になったひと時でした。 

日々利用者の皆さんが心を込めて作ったパンや縫製品をたく

さんの方に見て戴き、買って戴けた２日間。お買い上げ下さっ

た皆様、本当にありがとうございました。 

 

 そんな中、お店の前を一人の女性が通りかかりました。 

するとすかさず、カリスマ販売員に変身した Tさんが「いらっしゃいま

せ。野の花手作りかりんとうはいかがですか。」と大きな声で呼びかけ

ました。 

「美味しそうやね。そしたら一つ貰おうかな」 

「はい。ありがとうございます。美味しいですよ。僕も好きです。」 

と見事販売してくれました。 

 

グループ③は、玉入れをしました。 

玉入れ台の代わりに逆さにしたビニール傘を

的にして、何個入るかを楽しみました。自分で投

げる方法と補助具を使用する方法があり、どちら

かを選択しました。的を目掛けてボールをたくさ

ん入れようと頑張っていましたが、思うようにボ

ールが入らず苦戦したようでした。 

 

移行利用者さん３名は、８月下旬に就職ガイダンス講演会に参加しました。香川障害

者職業センターの職業カウンセラーの講師の方が資料を基に「就職までに準備しておく

こと」について話しをして下さいました。 

 

営業時間 9：00～15：00(パンがなくなり次第終了させていただきます) 

５００円以上お買い上げで半額金券プレゼント 

今年の限定サンドイッチは『パニーニ』 

毎年お馴染み『海老アボカドサンド』もあります。お楽しみに♪ 

 

8月 23日（水）にスポーツレクリエーションを行いました。 

各グループに分かれ勝ち負けにこだわらずにサーキットや玉入れを楽しみました。 

帰って直ぐ講演会の振り返りを行いました。身の回りに関する日常生活、あいさつに

始まるコミュニケーション、そして面接の受け方と基本的でありますが、項目としては

大変多く、利用者さんにとって、覚えるには一苦労も二苦労もありそうです。９月下旬

には、模擬面接会と本番の合同面接会が控えています。それまでしっかり練習をして、

はっきりと受け答えができるよう頑張ろうと話し合って決めました。話題に上がった時

には、アドバイスをお願いします。 

 

グループ②は、段差の昇降、輪くぐり、手形タ

ッチをしました。 

歩いたり走ったりしながら、軽々と段差を乗り

越え、すばやく輪をくぐり、ジャンプで手形にタ

ッチをしていました。全力で身体を動かし、特に

手形タッチでは、どの手形に届くか必死にジャン

プをしていました。 

 

ゴールするとガッツポーズが見られたり、得意なところが発揮できたり、挑戦したりと楽しめ

たようでした。おもいっきり身体を動かせる場は大事だと感じました。 

お話の冒頭で「読んで戴きましょう。」と一番にＡさんが指名され「規則正しい生活を

する」項目を読みました。Ａさんの最重要課題でもあったので、勉強になったと思いま

す。次にＢさん、他の施設利用者さんへと続きました。Ｃさんまでは回ってきませんで

した。 

途中、面接について３問の問題を解答する場面では、Ａさんは１行ずつ書き、Ｃさん

はびっしりと書いていました。Ｂさんにはアドバイスをしながら２行ぐらい書くことが

できました。 

 

8月 19日、ゆめタウン高松で開催された「ナイスハートバ

ザール 2017」に参加しました。ナイスハートバザールは、た

くさんの障害者施設が様々な自主商品を持ち寄って販売し、活

動を PRしようというイベントです。野の花からもパンやクッ

キー、縫製品等をお店に並べ販売させて戴いています。 

 

グループ①は、ジグザク歩行、輪くぐり、手形タッチをし

ました。 

線の上のジグザク歩きは、方向転換が難しかったようでし

たが、バランスを取りながら歩行していました。輪くぐりは、

フラフープを使い足から頭をくぐらせることができていま

した。手形タッチは、自分の手と手形を合わせようと少しで

も高いところに手を伸ばしていました。 


